
「濱口梧陵」の精神を共に学ぶ　
世界ヵ国、人が集まり盛大に開催

開
会
式
・
記
念
植
樹
・
記
念
碑
除
幕
式

地
震
・
津
波
対
策
へ
さ
ま
ざ
ま
な
議
論 自

国
で
知
識
生
か
せ

和
歌
山
県
・
仁
坂
吉
伸
知
事
あ
い
さ
つ

（６）第２９６２号 第３種郵便物認可 ２０１８年（平成３０年）１１月１０日（土曜日）

　
第

回
国
連
総
会
本
会
議
（
２
０
１
５
年

月

日
）
で
制
定
さ
れ
た
世
界
津

波
の
日
（

月
５
日
）
に
合
わ
せ
、
日
本
と
世
界
の
高
校
生
が
防
災
に
つ
い
て
考

え
る
「
世
界
津
波
の
日
２
０
１
８
　
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
和
歌
山
」
が

月


日
、
月
１
日
の
２
日
間
、和
歌
山
市
の
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

日
本
を
含
め
世
界

カ
国
か
ら
約
４
０
０
人
の
高
校
生
、
引
率
者
ら
を
含
め
て
約

５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
は
、
地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
か
ら
命
を
守

る
た
め
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
議
論
し
、
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
一

昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
第
１
回
は
高
知
県
、
昨
年
の
第
２
回
は
沖
縄
県
で

開
か
れ
た
。
第
３
回
と
な
る
今
回
は
、
「
『
稲
む
ら
の
火
』
発
祥
の
地
で
濱
口

は
ま
ぐ
ち

梧
陵

ご
り
ょ
う

の
精
神
を
共
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
２
日
間
、
分
科
会
な
ど
を
開
催
し
た
。

開会式。スタディーツアー報告などが行われた

会場の外で記念植樹

記念碑の除幕式

分科会の様子

高校生と談笑する二階自民党幹事長（左端）スタディーツアー報告（マーシャル諸島代表）

会場での記念撮影記念碑とともに記念撮影

スタディーツアー報告（スリランカ代表）

　
本
大
会
の
主
役
は
、
全
世

界
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
の

諸
君
。
若
い
皆
さ
ん
に
あ
え

て
伝
え
た
い
こ
と
。
「
あ
な

た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身

国
に
お
い
て
、
何
千
、
何
万

も
の
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
エ

リ
ー
ト
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
あ
な
た
方
だ
け
が
、
こ

の
機
会
を
通
し
て
得
た
地
震

・
津
波
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
、
災
害
か
ら
人
々
を
救

い
災
害
か
ら
立
ち
直
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
付
け
る
チ
ャ
ン

ス
を
得
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
、
何
千
人
、
何
百
万
人
も

の
仲
間
の
た
め
に
も
、
今
回

得
た
も
の
を
、
将
来
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
や
人
々
を
救
う
た

め
に
生
か
し
て
い
く
義
務
が

あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
ノ
ブ
レ

ス
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
私
な
り
の
理

解
は
、
「
エ
リ
ー
ト
は
危
急

の
際
に
は
自
ら
の
利
益
や
命

す
ら
顧
み
ず
、
人
々
の
た
め

に
尽
く
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
意
味
だ
と
考
え

る
。
こ
の
ノ
ブ
レ
ス
オ
ブ
リ

ー
ジ
ュ
を
見
事
に
果
た
し
た

人
が
こ
の
和
歌
山
に
い
る
。

そ
れ
は
、
人
々
を
救
う
た
め

に
大
活
躍
を
し
た
、
濱
口
梧

陵
さ
ん
だ
。

　
濱
口
さ
ん
は
、
和
歌
山
県

広
川
の
出
身
で
、
日
本
国
内

で
も
有
数
の
し
ょ
う
ゆ
会
社

を
経
営
す
る
実
業
家
だ
っ

た
。
ま
さ
に
広
川
の
生
ん
だ

エ
リ
ー
ト
。
今
か
ら
１
６
４

年
前
の

月
５
日
、
こ
の
和

歌
山
を
巨
大
な
地
震
・
津
波

が
襲
っ
た
。
濱
口
さ
ん
は
エ

リ
ー
ト
な
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
教
育
を
受
け
て
お

り
、
知
識
と
し
て
地
震
の
後

に
は
津
波
が
来
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
。
地
震
が
起
き
た

ら
、
高
台
へ
避
難
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
知
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
地
震
が
発

生
し
た
の
は
夜
で
、
広
川
の

人
々
が
暗
闇
の
中
、
高
台
に

避
難
し
て
く
れ
る
の
か
心
配

に
な
っ
た
濱
口
さ
ん
は
、
高

台
に
あ
っ
た
収
穫
直
後
の
米

が
詰
ま
っ
た
稲
む
ら
、
す
な

わ
ち
農
家
に
と
っ
て
の
全
財

産
に
火
を
放
ち
、
村
人
に
知

ら
せ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の

明
か
り
を
目
指
し
て
逃
げ
た

多
く
の
人
々
の
命
が
救
わ
れ

た
。濱
口
さ
ん
は
、自
ら
の
財

産
を
犠
牲
に
し
て
、
多
く
の

人
々
の
命
を
救
っ
た
の
だ
。

　
濱
口
さ
ん
の
献
身
は
こ
れ

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
被
災
直

後
、
人
々
は
食
べ
る
も
の
も

な
く
家
を
建
て
直
そ
う
と
し

て
も
、
建
設
資
材
は
な
か
っ

た
。
濱
口
さ
ん
は
、
惜
し
げ

も
な
く
自
ら
の
財
産
を
使
っ

て
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
資
材

を
提
供
し
た
。

　
ま
た
、
人
々
は
仕
事
を
失

い
、
収
入
の
道
も
途
絶
え
て

い
た
。そ
こ
で
濱
口
さ
ん
は
、

再
び
私
財
を
投
げ
う
っ
て
、

堤
防
を
村
に
作
る
こ
と
を
考

え
、
人
々
に
そ
の
建
設
の
仕

事
を
与
え
た
。

　
こ
の
濱
口
さ
ん
の
行
っ
た

行
為
に
は
、
災
害
に
当
た
っ

て
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
全
て
の
要
素
、
「
人

命
救
助
」
「
早
期
復
旧
・
復

興
」
「
将
来
の
災
害
へ
の
備

え
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
濱

口
さ
ん
は
村
の
エ
リ
ー
ト
だ

っ
た
。
し
か
し
、
エ
リ
ー
ト

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
危
機
の

時
に
濱
口
さ
ん
に
こ
れ
ら
の

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
法
律
上
の
義
務
は

な
い
。
ま
た
、
領
主
が
命
じ

た
わ
け
で
も
な
い
。
濱
口
さ

ん
は
、
危
機
に
瀕
し
た
自
ら

の
出
身
の
村
の
人
々
の
た
め

に
、
自
主
的
に
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
の
だ
。こ
れ
が
、

本
当
の
エ
リ
ー
ト
、
本
当
の

ノ
ブ
レ
ス
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
の

姿
で
あ
る
。

　
地
震
・
津
波
は
、
プ
レ
ー

ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
理
論
に
従

っ
て
１
０
０
年
に
１
回
は
必

ず
発
生
す
る
。１
９
４
６
年
、

こ
の
地
を
ま
た
大
き
な
津
波

が
襲
っ
た
。
し
か
し
、
濱
口

さ
ん
が
広
川
町
に
造
っ
た
堤

防
が
、
見
事
に
人
々
を
救
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
、

今
も
残
る「
広
村
堤
防
」だ
。

　
私
は
、
こ
の
濱
口
梧
陵
さ

ん
の
行
動
は
、
歴
史
上
初
め

て
人
類
が
部
分
的
で
は
あ
る

が
津
波
に
打
ち
勝
っ
た
事
例

だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
国

連
は
、
こ
の
濱
口
梧
陵
さ
ん

が
稲
む
ら
に
火
を
放
っ
た


月
５
日
を「
世
界
津
波
の
日
」

と
し
た
の
だ
。

　
濱
口
梧
陵
さ
ん
の
生
ま
れ

た
日
本
は
、
た
び
た
び
津
波

に
襲
わ
れ
、
大
き
な
犠
牲
を

払
い
な
が
ら
も
、
着
実
に
対

策
を
強
化
し
て
い
る
。ま
た
、

こ
こ
和
歌
山
県
で
も
、
濱
口

さ
ん
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

う
、
世
界
一
の
地
震
・
津
波

対
策
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
、
将
来
そ

れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
を
背
負

っ
て
立
つ
皆
さ
ん
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
や
地
域
を
救
う
知

識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
こ
の
日
本
、
こ

の
和
歌
山
に
招
待
し
た
い
と

考
え
た
。

　
こ
こ
で
得
た
知
識
や
能
力

を
生
か
し
、
将
来
皆
さ
ん
の

国
の
人
々
を
救
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
れ
が
、
エ
リ
ー
ト

と
し
て
の
皆
さ
ん
の
務
め
。

皆
さ
ん
こ
そ
、世
界
の
希
望
。

こ
の
和
歌
山
で
懸
命
に
学
ぶ

皆
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
濱
口

梧
陵
さ
ん
も
微
笑
ん
で
い
る

こ
と
と
、私
は
信
じ
て
い
る
。

こ
こ
和
歌
山
で
、
濱
口
梧
陵

さ
ん
の
気
概
に
触
れ
、
津
波

へ
の
理
解
を
深
め
、
世
界
一

進
ん
だ
地
震
・
津
波
対
策
を

学
ん
で
ほ
し
い
。

　
主
催
は
和
歌
山
県
、
同
県

教
育
委
員
会
、同
県
広
川
町
、

同
町
教
育
委
員
会
。
国
連
国

際
防
災
戦
略
事
務
局
（
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
駐
日
事
務
所
が

共
催
、
国
土
強
靱

き
ょ
う
じ
ん

化
推
進

本
部
な
ど
が
後
援
し
て
い

る
。

　
開
会
式
で
は
、
各
国
か
ら

参
加
し
た
高
校
生
の
代
表
者

が
壇
上
に
上
が
っ
た
。
議
長

は
、
和
歌
山
県
内
の
高
校
に

通
う
、
中
井
充
歩
さ
ん
（
日

高
高
校
３
年
生
）
と
伊
森
安

美
さ
ん
（
串
本
古
座
高
校
２

年
生
）
が
務
め
た
。

　
和
歌
山
県
の
仁
坂
吉
伸
知

事
は
「
濱
口
梧
陵
氏
の
気
概

に
触
れ
、
津
波
へ
の
理
解
を

深
め
、
こ
こ
和
歌
山
の
世
界

一
進
ん
だ
地
震
・
津
波
対
策

を
学
び
、
将
来
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
人
々
を
救
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト

に
先
行
し
て

月

日
か
ら

実
施
さ
れ
た
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
生
徒
を
代

表
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
各
代
表
生
徒

が
報
告
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。
同
ツ
ア
ー

で
は
代
表
者
が
２
班
に
分
か

れ
、
稲
む
ら
の
火
の
館
（
広

川
町
）
、
津
波
避
難
用
高
台

（
美
浜
町
）
、
土
砂
災
害
啓

発
セ
ン
タ
ー（
那
智
勝
浦
町
）

な
ど
、
和
歌
山
県
内
の
防
災

関
連
施
設
を
視
察
し
た
ほ

か
、
避
難
訓
練
を
行
っ
た
。

　
開
会
式
に
続
い
て
、
各
国

代
表
生
徒
が
記
念
植
樹
を
行

い
、
植
樹
後
に
は
自
民
党
の

二
階
俊
博
幹
事
長
や
第
１
回

開
催
地
の
高
知
県
か
ら
尾
﨑

正
直
知
事
ら
が
駆
け
つ
け
、

記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
っ

た
。

　
式
典
終
了
後
、
複
数
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
地
震
・
津

波
へ
の
対
策
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
交
わ
す
こ
と

を
目
的
に
、
分
科
会
を
開
催

し
た
。

　
【
参
加
国
】
（
海
外
）

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
▽
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
▽
ブ
ラ
ジ
ル
▽
ブ

ル
ネ
イ
▽
カ
ン
ボ
ジ
ア
▽
カ

ナ
ダ
▽
チ
リ
▽
中
国
▽
コ
モ

ロ
▽
ク
ッ
ク
諸
島
▽
デ
ン
マ

ー
ク
▽
フ
ィ
ジ
ー
▽
ギ
リ
シ

ア
▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
▽
キ
リ

バ
ス
▽
ラ
オ
ス
▽
マ
レ
ー
シ

ア
▽
モ
ル
ジ
ブ
▽
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
▽
メ
キ
シ
コ
▽
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
▽
モ
ン
ゴ
ル

▽
ミ
ャ
ン
マ
ー
▽
ナ
ウ
ル
▽

ネ
パ
ー
ル
▽
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
▽
ニ
ウ
エ
▽
パ
ラ
オ
▽

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
▽
パ

ラ
グ
ア
イ
▽
ペ
ル
ー
▽
フ
ィ

リ
ピ
ン
▽
ポ
ル
ト
ガ
ル
▽
韓

国
▽
サ
モ
ア
▽
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
▽
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
▽
ス
ペ

イ
ン
▽
ス
リ
ラ
ン
カ
▽
タ
イ

▽
ト
ン
ガ
▽
ト
ル
コ
▽
ツ
バ

ル
▽
ア
メ
リ
カ
▽
バ
ヌ
ア
ツ

▽
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
▽
ベ
ト
ナ
ム

　
【
参
加
校
】
（
国
内
）

　
北
海
道
浦
河
高
等
学
校
▽

学
校
法
人
札
幌
日
本
大
学
学

園
札
幌
日
本
大
学
高
等
学
校

▽
岩
手
県
立
釜
石
高
等
学
校

▽
学
校
法
人
龍
澤
学
館
盛
岡

中
央
高
等
学
校
▽
宮
城
県
仙

台
第
一
高
等
学
校
▽
宮
城
県

多
賀
城
高
等
学
校
▽
栃
木
県

立
佐
野
高
等
学
校
▽
埼
玉
県

立
不
動
岡
高
等
学
校
▽
千
葉

県
立
稲
毛
高
等
学
校
▽
東
京

学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教

育
学
校
▽
学
校
法
人
富
士
見

丘
学
園
冨
士
見
丘
中
学
校
高

等
学
校
▽
横
浜
市
立
横
浜
サ

イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高

等
学
校
▽
静
岡
県
立
池
新
田

高
等
学
校
▽
静
岡
県
立
裾
野

高
等
学
校
▽
学
校
法
人
立
命

館
立
命
館
高
等
学
校
▽
大
阪

教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
平

野
校
舎
▽
大
阪
府
立
西
成
高

等
学
校
▽
学
校
法
人
大
阪
学

園
大
阪
高
等
学
校
▽
学
校
法

人
関
西
学
院
関
西
学
院
千
里

国
際
高
等
部
▽
学
校
法
人
創

価
学
園
関
西
創
価
高
等
学
校

▽
神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育

学
校
▽
兵
庫
県
立
尼
崎
小
田

高
等
学
校
▽
兵
庫
県
立
舞
子

高
等
学
校
▽
奈
良
県
立
畝
傍

高
等
学
校
▽
学
校
法
人
西
大

和
学
園
西
大
和
学
園
中
学
校

・
高
等
学
校
▽
和
歌
山
県
立

海
南
高
等
学
校
▽
和
歌
山
県

立
串
本
古
座
高
等
学
校
▽
和

歌
山
県
立
新
宮
高
等
学
校
▽

和
歌
山
県
立
星
林
高
等
学
校

▽
和
歌
山
県
立
耐
久
高
等
学

校
▽
和
歌
山
県
立
田
辺
高
等

学
校
▽
和
歌
山
県
立
橋
本
高

等
学
校
▽
和
歌
山
県
立
日
高

高
等
学
校
▽
智
辯
学
園
和
歌

山
高
等
学
校
▽
岡
山
県
立
井

原
高
等
学
校
▽
広
島
県
立
広

島
中
学
校
・
広
島
高
等
学
校

▽
徳
島
県
立
城
南
高
等
学
校

▽
愛
媛
県
立
宇
和
島
東
高
等

学
校
▽
愛
媛
県
立
西
条
高
等

学
校
▽
高
知
県
立
清
水
高
等

学
校
▽
高
知
県
立
中
村
高
等

学
校
▽
高
知
県
立
嶺
北
高
等

学
校
▽
学
校
法
人
土
佐
塾
学

園
土
佐
塾
高
等
学
校
▽
学
校

法
人
明
徳
義
塾
明
徳
義
塾
高

等
学
校
▽
学
校
法
人
コ
ン
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
明
治
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
▽
熊
本
県
立
天
草

高
等
学
校
▽
熊
本
県
立
済
々

黌
高
等
学
校
▽
大
分
県
立
佐

伯
鶴
城
高
等
学
校


